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I．はじめに 

到津の森公園は、前身である到津遊園の閉園を惜しみ、存続を求める多くの市民の

熱意と、北九州市議会における全会一致の存続決議を受け、平成１４（２００２）年

に開園しました。 

「市民と自然とを結ぶ『窓口』となる公園をめざす」という基本理念を掲げて出発

した当園は、皆様に愛され、令和５（２０２３）年４月には、累計来園者数が８００

万人を超えました。 

これもひとえに、来園者をはじめ、「動物サポーター」、「友の会」、「市民ボランティ

ア」など、当園を支えていただいている多くの皆様のお力添えのおかげです。心より

感謝申し上げます。 

開園から２０年以上が経過し、動物園の世界的な潮流である「動物の福祉」、生物の

多様性や自然の持続可能性などに取り組む「ＳＤＧｓ」や「ワンヘルス」の高まりな

ど、当園を取り巻く環境は大きく変化しています。そのような状況を踏まえ、市の大

切な財産である「到津の森公園」が今後目指すべき姿として、将来ビジョンを策定す

ることとしました。 

本ビジョンは、有識者や市民、当園のファン、運営スタッフの方など、大変多くの

皆様からご意見をいただきながら作り上げたものです。 

 今後も、当園が皆様から愛される公園としてあり続けるため、新たな「基本理念」

である「かけがえのない自然やいのちを世代を超えて未来へつなぐ公園」を目指し、

これからも公園を運営してまいります。 

最後に、本ビジョンをとりまとめるにあたりご尽力いただいた、「到津の森公園将

来ビジョン策定検討会議」の構成員の皆様をはじめ、ご協力・ご指導いただきました

関係各位に厚くお礼を申し上げます。 

 

令和６年  北九州市 
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II．到津の森公園将来ビジョンの概要 

１. ビジョン策定の背景 
到津の森公園の現行の基本計画は、開園前の平成１２（２０００）年に策定した

ものです。 

これまで園では、現行の基本計画で掲げる「市民と自然とを結ぶ『窓口』となる

公園をめざす」を基本理念に、「自然環境教育施設」、「市民が支える公園」など４つ

の基本方針に基づく取組を行ってきました。 

平成１４（２００２）年の開園から２０年以上が経過し、基本理念である市民と

自然とを結ぶ「窓口」としての役割が一定程度達成されたことや、当園を取り巻く

環境が大きく変わったことから、今後目指すべき姿として、この将来ビジョンを定

めます。 

 

２. ビジョンの位置付け 
本ビジョンは、現行の基本計画の基本理念を継承しつつ、次の２０年の到津の森公

園が目指す姿と、その実現に向けた取組の方向性を定めるものです。 

本ビジョンで示した方向性に基づき、今後、中期的・短期的な計画・取組みを具体

化していきます。 

また、本ビジョンは「北九州市基本構想・基本計画」及び「北九州市緑の基本計画」

といった市の上位構想・計画や、公益社団法人日本動物園水族館協会（JAZA）が定

める適正施設ガイドライン等の動物園に求められる指針等を踏まえたものとします。 

ビジョンの位置付け 
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III．到津の森公園の現状と課題 

１. 沿革、現行の基本計画について 

(1) 沿革 

「到津の森公園」の前身は、民間の到津遊園(いとうづゆうえん)です。 

到津遊園は、昭和７(１９３２)年に当時の小倉市到津の丘陵地に開園されまし

た。しかし、平成１２(２０００)年、到津遊園は経営不振により６８年の歴史に幕

を降ろすことになりました。 

平成１０（１９９８）年の閉園決定後、市の当時の人口の約４分の１にあたる２

６万人の市民と５２団体からの存続を求める声や、北九州市議会での到津遊園の

存続に関する全会一致の決議を受け、北九州市が引き継ぐこととなりました。２年

の間、到津の森公園基本計画の下に整備が行なわれ、平成１４(２００２)年４月１

３日、「市民が支える自然の森公園」として開園しました。 

到津遊園の閉園発表（平成１０（１９９８）年）からの主な出来事 
 

平成10年 4月21日    ◇西日本鉄道が「到津遊園閉園」の方針を発表 

5月22～23日 ◇市民アンケート実施（２６万人の存続要望） 

6月16日   ◇北九州市議会において全会一致で「到津遊園の存続に 

関する決議」を可決 

平成10年 9月29日      ◇北九州市と西日本鉄道との間で到津遊園の引継ぎに関

する基本合意書を締結 

平成12年 1月27日      ◇基本計画発表 

5月 9日     ◇到津の森公園の今後の整備の進め方等について発表 

・到津の森公園基金への募金の受付開始 

・市民ボランティアの募集開始 等 

平成13年 10月1日   ◇管理運営主体が財団法人北九州市都市整備公社となる 

平成14年 1月13日    ◇「動物サポーター」「友の会」募集開始  

3月31日    ◇市民ボランティア「森の仲間たち」発足 

4月13日    ◇到津の森公園 開園 

平成16年 6月21日    ◇「到津の森ちからの会」結成 

令和 4年11月13日      ◇開園２０周年記念式典 

令和 5年 4月29日   ◇入園者数８００万人達成 

開園から２０年を迎えた現在も、自然や動物とのふれあいを通して学習する自然

環境教育施設として、多くの市民や企業に支えられています。また、動物の新たな

運動場の整備や南側エントランスのリニューアルを行うなど、園の魅力向上に取

り組んでいます。 
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(2) 現行の基本計画について 

平成１２（２０００）年に策定した「到津の森公園基本計画」では、基本理念「市

民と自然とを結ぶ『窓口』となる公園をめざす」のもと、４つの基本方針「自然環

境教育施設」、「市民が支える公園」、「効率的な運営」、「中央公園と一体的な整備」

を掲げ、自然や動物、人に優しい公園づくりに取り組んできました。 

到津の森公園基本計画掲載の基本理念説明図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）到津の森公園基本計画をもとに再作成 

到津の森公園基本計画掲載の４つの基本方針 
 

１．自然環境や動物とのふれあいを通じて楽しみながら学習する 

「自然環境教育施設」とする 

２．市民や企業などから様々な協力が受け入れられる 

「市民が支える公園」とする 

３．良質なサービスを継続的に提供するため 

「効率的な運営」を目指す。 

４．県と協議・協力し 

「中央公園と一体的な整備」を行う 

出所）到津の森公園基本計画をもとに再作成 
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２. 基本方針に基づく取組内容の総括と今後の課題 

ここからは、現行の基本計画に掲載されている「４つの基本方針」に基づいて、

これまで到津の森公園が取り組んできたことを総括し、今後の課題について検討

します。 

 

(1) 基本方針１「自然環境教育施設」について 

① 取組内容 

到津の森公園では、小学校を対象とした環境学習プログラム、林間学園など、動

物や自然との出会い、体験活動等を通じた様々なプログラムを実施しています。 

 

【小学校を対象とした環境学習プログラム】 

平成１７（２００５）年から、市内及び近郊の小学校を対象に、動物や自然との

ふれあいを通して、命の大切さや自然環境の保護保全の必要性を学ぶ環境学習プ

ログラムを行っています。令和４（２０２２）年度は年間４５件、２，８１０人が

参加しました。 

 

【林間学園】 

子どもたちが自然の中で、自ら学び、自然を愛し、動植物に親しみ、友情を深め

ながら社会生活を身に付けることを目的とした独自のプログラムを実施していま

す。 

この林間学園は昭和１２（１９３７）年に全国で最初に「到津遊園」で開催され、

これまで７万人以上の子どもたちが参加しており、祖父母から親、子と引き継がれ、

多世代にわたり参加する人もいます。令和４（２０２２）年度は２２９人が参加し

ました。参加者アンケートでは、子どもが明るくなった、積極的になったなど高い

評価を得ています。 
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② 取組内容の総括と今後の課題 

1) 取組内容の総括 

小学校と連携した環境学習プログラムの提供や、８０年を超える歴史を持つ林

間学園の活動など、自然環境教育施設の役割を十分に果たしてきました。 

到津の森公園を積極的に活用し、長期学習プログラムに参加する近隣小学校か

らの評価は特に高く（令和４（２０２２）年度に実施したヒアリング調査より）、

その要因として、校外学習でしか経験できない体験などの独自のプログラム構成

や、緑の多い園内、動物の飼育環境等の良さがあげられます。 

 

2) 今後の課題と対応策 

小学生向けの様々な環境学習プログラムを展開する一方、中学生向けなど各学

年のニーズを汲んだプログラムの開発が必要です。 

また、コロナ禍前に実施していた動物や自然とのふれあいや体験活動を通した

学習は大きな魅力であり、動物福祉に配慮した「動物と人との距離感」を保ちつつ、

子どもたちが肌で感じ、身をもって学べる経験のあり方を考えていきます。 

さらに、雨天時は学習プログラムの提供が困難であるという課題があり、雨天時

に対応したプログラムの開発も必要であると考えられます。 

今後の課題と対応策（自然環境教育施設） 
 

課題 課題への対応 

①小学生向けの様々な自然環境学習プログラ

ムを展開する一方、中学生向けなど各学年の

ニーズを汲んだプログラムが必要 

 

②コロナ禍前に実施していた動物や自然との

ふれあいや体験活動を通した学習は大きな

魅力であり、継続、充実させていくことが必

要 

 

③雨天時にも対応したプログラムが提供でき

ると良い 

 

【教育の継続性】 

小学生のみでなく、中学生などに向けた SDGs

や園の特性を生かした途切れない教育プログ

ラムの検討 

 

【コロナ禍対応の学習環境】 

ウィズコロナを見据え、ふれあい体験などをも

とに戻しつつ、動物の福祉にも配慮した学習の

あり方を検討 

 

【雨天対応の学習プログラム】 

天候に左右されない学習プログラムの検討な

ど 
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(2) 基本方針２「市民が支える公園」について 

① 取組内容 

到津の森公園は、多くの市民・企業・団体が積極的に関わりながら、園の運営を

共に行っているという、他の園には無い強い特色を持った公園です。 

 

【動物サポーター・友の会等による支援】 

到津の森公園では、『動物サポーター』『到津の森公園友の会』『到津の森公園基

金』の３つの仕組みにより、動物たちのエサ代等を支援していただいています。 

年間３，０００万円近くの寄付があり、これまでの累計額は令和４（２０２２）

年度末時点で７億円超となっています。寄付額に増減はあるものの、ここ１０年近

くは年々増加傾向にあり、多くの市民や団体等に支えていただいていることがわ

かります。 

動物たちのエサ代や園の運営費を市民等の皆様に継続的に負担していただくこ

とで、動物たちの食生活が安定し、いきいきとした姿が見られ、また、園の魅力向

上にも大きく寄与しています。 

寄付（動物サポーター・到津の森公園基金）と友の会の支援状況 

支援金額（左軸）と件数（右軸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民ボランティアの活動】 

到津の森公園市民ボランティアは、平成１２（２０００）年５月に募集を開始し、

その後約２年間、動植物に関すること、到津遊園の歩み、植栽方法、飼育の現状把

握などを事前に学習した後、平成１４（２００２）年３月に『森の仲間たち』とし

て、自ら組織を立ち上げ、同年４月の開園以来、本格的な運営、活動に取り組んで

います。 

現在は、①飼育、②植物、③動物ガイド、④里山・広報、⑤環境教育の５つのグ

ループに分かれて活動を行っており、どのグループも活動内容を自ら企画・立案し、

実施しています。 

令和５（２０２３）年４月時点で、登録人数は１２０人、平均年齢は６５歳です。
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最高齢者は８０代、最年少者は１０代と幅広いメンバーで活動しています。 

 

② 取組内容の総括と今後の課題 

1) 取組内容の総括 

新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、市民が園に参加する機会が減ったも

のの、市民や企業からの寄付を多く集め、運営への参加も見られるなど、「市民が

支える公園」としての役割・機能を積極的に果たしてきました。 

 

2) 今後の課題と対応策 

今後も引き続き市民等の皆様や、企業、団体からの寄付を集められるよう、サポ

ーター等の制度の認知度を高め、寄付を増額させていく必要があります。 

また、金銭的な支援はもちろん、ボランティア等を通じた金銭以外での市民等と

の接点の可能性を広げていくことで、到津の森公園に関わる関係人口の増加を図

ることが重要です。 

今後の課題と対応策（市民が支える公園） 

 

課題 課題への対応 

①市民・企業・団体からの寄付に持続性を持た

せるために、サポーター制度の認知度を高

め、積極的な寄付を募る必要がある 

 

②金銭的な支援だけでなく、園の活動・運営へ

のボランティア等による参加を通じて市民

等と自然との接点（窓口）を広げる必要があ

る 

 

【寄付制度の見える化】 

寄付によって動物の飼育や施設整備が賄われ

ていることを可視化し、寄付意欲を醸成する方

法の検討 

 

【参加の間口の拡大】 

市民はもちろん、市外の方や出身者も含め、参

加に対する接点を拡大し、到津の森への関係人

口を増加させる 
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(3) 基本方針３「効率的な運営」について 

① 取組内容 

到津の森公園は、平成１８（２００６）年から指定管理者制度を導入し、指定管

理者（現在は公益財団法人北九州市どうぶつ公園協会）による運営を行っています。 

 

収支の推移（棒グラフ）と入場者数（折れ線グラフ）の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営団体が公益財団法人に移行した平成２６（２０１４）年以降の収支をみると、

平成２８（２０１６）年～平成３０（２０１８）年にかけて収支が改善しています。 

近年はコロナ禍による入園者減少もありましたが、効率的な運営のための取組

ができていたと考えられます。 
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② 取組内容の総括と今後の課題 

1) 取組内容の総括 

来園者数については年間３８万人前後で推移していますが、令和２（２０２０）

年度から本格化した新型コロナウイルス感染症により、大きな影響を受けました。 

そのような環境の中で、民間活力による遊具施設のリニューアルや管理方法の

見直し、動物サポーターや友の会などによる収入確保、光熱水費の削減など、安定

的・効率的な運営に努めています。 

 

2) 今後の課題と対応策 

新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んだ来園者数の回復・増加に向けて

取り組む必要があります。 

また、遊具施設の充実、動物サポーター・友の会などの積極的な募集など、一層

の収入を確保する必要があります。 

 

今後の課題と対応策（効率的な運営） 

 

課題 課題への対応 

①新型コロナウイルス感染症の影響で来園者

数が落ち込んでおり、来園者数の回復・増加

に向け取り組む必要がある 

 

 

②遊具施設の充実、動物サポーター・友の会の

募集など、一層の収入確保を継続する必要が

ある 

 

【来園者数の増加に向けた取組み】 

多様な客層に向けたコンテンツ開発、飲食メニ

ューの強化、周辺施設との連携強化、南側エン

トランスリニューアルの活用などの取組を検

討 

 

【収入確保の取組】 

遊具施設・動物サポーターなど多様な収入の確

保を継続 
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(4) 基本方針４「中央公園と一体的な整備」について 

① 取組内容 

平成１２（２０００）年に閉園となった民間施設である旧到津遊園を市が引き継

ぎ、到津の森公園として再整備するにあたり、福岡県営中央公園との一体的な整備

を行いました。 

 

①平成１３（２００１）年度、北側（中央公園側）から園への進入路となる道

路を福岡県が整備 

②平成１３（２００１）年度、中央公園の一部に、市が立体駐車場を整備 

③平成１４（２００２）年４月、中央公園の区域に編入 

④これらに合わせ、小規模であった北ゲートを改修し、車での来園者用のメイ

ンゲートとした 

 

中央公園（全体図） 
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② 取組内容の総括と今後の課題 

1) 取組内容の総括 

開園の際に中央公園区域へ編入しているほか、開園当初のハード整備では、県に

よる園への進入路の整備や、中央公園の一部に北側立体駐車場の整備を市が行う

など、中央公園と到津の森公園との一体的な整備を行っています。 

 

2) 今後の課題と対応策 

両公園においてイベントなどの賑わいづくりに取り組んでいますが、情報共有

の面などで連携が十分ではありません。県が推進するワンヘルス（人の健康、動物

の健康、環境の健全性を一つの健康ととらえ、一緒に守っていく取組み）に関する

イベント等、立地特性や環境変化を柔軟にとらえたソフト面での活動連携が必要

です。 

今後の課題と対応策（中央公園と一体的な整備） 
 

課題 課題への対応 

①両公園においてイベントなどの賑わいづく

りを行っているが情報共有の面などで連携

が十分でない 

【両公園が連携した賑わいづくり】 

イベント情報の相互共有、連携したイベントの

実施など 
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３. 現状と取り巻く環境の変化 

(1) 来園者数の推移 

来園者数は、開園時に約６８万人を記録し、その後は３０万人後半の間を横ばい

で推移しています。令和２（２０２０）年度～令和３（２０２１）年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響で急減しましたが、令和４（２０２２）年度は開園２

０周年を迎えたことに伴う様々な記念事業を行ったほか、７・８月に入園料を無料

としたことなどから、開園した平成１４（２００２）年度以来、２０年ぶりに４０

万人を突破しました。 

来園者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[出所]到津の森公園管理運営報告 
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(2) 来園者の属性 

家族や親戚での来園者が主ですが、夫婦や恋人、友人どうしで来園される方もみ

られます。 

また、新型コロナウイルス感染症流行前の令和元（２０１９）年度では、５０％

以上が市内からの来園者で、４０％以上が市外・県外からの来園者でした。 

このように市内のファミリー層が主な客層ですが、それ以外の多様な客層も一

定数を占めています。 

園によく一緒に行く人 

 

 

 

 

 

 

 
[出所]到津の森公園の将来ビジョンに関する調査（R3）     [出所]来園者アンケート 
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(3) 来園理由・リピート理由 

到津の森公園へ来園する理由は、動物を見る、ふれあうといったことはもちろん

ですが、自然を楽しむや遊具で遊ぶことが目的の来園者もみられます。動物を自然

の中でのびのびと飼育していることや、飼育員手作りの案内板なども支持されて

います。 

また、子どもを安心して遊ばせることができる、子どもの好奇心や感性を育てる

ために適した施設といったイメージも持たれており、繰り返し来園する理由とし

てあげられています。 

 

来園理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所]到津の森公園マーケティング調査（H24）   [出所]到津の森公園の将来ビジョンに関する調査（R3） 
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(4) 来園しない理由 

令和３（２０２１）年度に市内及び周辺市町の住民を対象として行ったマーケテ

ィング調査では、「到津の森公園に訪れたことがある人」は６０％以上でしたが、

「３年以内に来訪したことがある人」は２０％未満でした。 

周辺市町を含む多くの人が「到津の森公園」を知っており、訪れたことがあるも

のの、最近の来園につながっていないのが現状です。この理由として、子ども時代

に家族に連れてきてもらったきり足が遠のいているパターンや、自身の子どもが

小さい頃に連れて行ったものの、子どもが成長してからは再び来園していないパ

ターンが考えられます。 

行かない理由としては、「行くのに手間がかかる・遠い」といったことを除けば、

どのようなことが楽しめるのかイメージできない、小さい子ども以外が楽しむ要

素が少なそうなど、ファミリー向けの施設である印象が強いことが考えられます。 

 

認知・来訪状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所]到津の森公園の将来ビジョンに関する調査（R3） 

  

⾏かない理由 

100.0

74.8
70.6

60.8

19.8
10.8 7.1

0

20

40

60

80

100

全
数

認
知
し
て
い
る

興
味
あ
り

来
訪
経
験
あ
り

３
年
以
内
の

来
訪
経
験
あ
り

３
年
以
内
に
２
回
の

来
訪
経
験
あ
り

年
に
１
回
以
上
の

来
訪
経
験
あ
り

（n=4,633）
%

37.6

10.6

7.4

6.9

6.9

3.2

2.1

0.5

0 10 20 30 40

行くのに手間がかかる・遠い

どのようなことが楽しめるのか分からない・

イメージがない

小さい子ども以外（中高生以上や大人など）

が楽しめる要素が少なそう

「動物を見る・触れる」ことにあまり関心が

なく、当園においてそれ以外の楽しみ方が

分からない・イメージがない

その他

到津の森公園とセットで楽しむことができる

周辺施設や店舗のイメージがない、少ない

「動物を見る・触れる」ことに関心はある

が、当園には魅力を感じない。他の同種施設

に比べると魅力が劣る

レストランやショップ等の付帯施設に魅力を

感じない（飲食や買い物が楽しめない）

%

（n=189）



17 

(5) 動物園をめぐる情勢・環境変化 

社会情勢や人々の価値観、動物の生息環境の変化等に伴い、動物園が果たしてい

くべき役割は変わり続けています。近年の変化として、次のようなものがあります。

到津の森公園は、これらの変化を的確にとらえて対応していくとともに、来園者等

に対して園としての考え方を伝えていきます。 

 

① 動物福祉の向上に関する重要性の高まり 

かつて世界中の動物園では、動物をいかに楽しく鑑賞するかといったレクリエ

ーション的な側面に重きをおいた展示方法がとられており、日本においても同様

でした。２０世紀終盤からヨーロッパを皮切りに飼育動物の尊厳や、動物福祉の概

念が注目されるようになり、世界動物園水族館協会（ＷＡＺＡ）によって、動物福

祉に関する考え方や基準、飼育動物種の考え方等が示されました。現在では欧米諸

国はもちろんのこと世界中の動物園で動物福祉への配慮が求められています。 

そうした国際的な流れの中で、日本でも公益社団法人日本動物園水族館協会（Ｊ

ＡＺＡ）が「適正施設ガイドライン」を作成し、動物種ごとに健全な飼育、福祉を

実現するための基準が設けられました。 

近年、飼育動物が幸福に暮らすために必要な具体的な方策のことを意味する「環

境エンリッチメント」という概念が登場しています。動物同士の空間のすみ分けな

どを実際の生息環境に近い形で再現することにより、動物の飼育環境の向上はも

とより、来園者も自然環境のすばらしさや多様性、動物と自然との関係を理解でき

るような展示がこれからの動物園に求められています。 

 

② 生物多様性保全への貢献、研究に関する重要性の高まり 

動物園には従来から希少動物の保護のため「種の保存」の役割が求められてきま

した。世界的に生物多様性が急速に減少している昨今では、この役割はますます重

要になってきています。 

日本では、平成３０（２０１８）年に「認定希少種保全動植物園等制度」が創設

されるなど、動物園が持つ希少野生動植物に関する環境教育・普及啓発機能や、「種

の保存」機能がより注目されています。 

また、令和５（２０２３）年、国が策定した「生物多様性国家戦略２０２３-２

０３０」においても、希少種や絶滅危惧種の保全に対する動物園の位置づけが明記

されているほか、自然保護を目的とした国立公園等の保護地域以外の場所で、生物

多様性の保全に資する地域の役割を重視する旨が記載されています。 

このような流れの中で、種の保全に関する動物園の調査・研究機能は一層重要度

を増すとともに、到津の森公園は都市の中の里山として、地域の生物多様性の保全
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への貢献が求められます。 

地域の自然や生物の飼育・研究に力を入れ、長期的に園の独自性・個性を高めて

いく視点を持つことがこれからの動物園に求められています。 

 

③ 持続可能な社会の取組に関する重要性の高まり 

世界的に気候変動、生物多様性の喪失等、人間の経済活動が要因となった様々な

問題が生じています。このような背景から「持続可能な開発」が注目されるように

なりました。持続可能な開発とは、「将来の世代のニーズも満たしつつ、現在の世

代のニーズも満足させるような開発」と定義され、平成２７（２０１５）年の国連

サミットでは世界全体の目標として「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」が採択さ

れました。 

本市は、平成３０（２０１８）年に国から「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、Ｓ

ＤＧｓを推進するとともに、取組みの成果を発信しています。到津の森公園におい

ても、ＳＤＧｓの取組みを継続、充実させていく必要があります。 

 

また、人獣共通感染症に対応するために、人と動物の健康、環境の健全性を一体

的に守っていくという「ワンヘルス」の理念も重要となっています。 

平成２８（２０１６）年１１月には、本市でワンヘルスの国際会議が開催され、

ワンヘルスを実践段階に進めるとした「福岡宣言」が採択されました。 

 これを受け、福岡県では、令和２（２０２０）年１２月に、全国に先駆けて「福

岡県ワンヘルス推進基本条例」が制定されました。この条例では、人獣共通感染症

対策、薬剤耐性菌対策、環境保護、人と動物の共生社会づくり、健康づくり、環境

と人と動物のより良い関係づくりといった６つの課題に取り組むこととしていま

す。 

到津の森公園においても、ワンヘルスの理念のもと、環境保全、人と動物の共生

社会づくり等の活動に取り組んでいく必要があります。 

 

また、持続可能な社会の実現のためには、私達一人ひとりが現代社会の問題を自

分のこととして捉え、価値観や行動を変えていく必要があります。そのきっかけと

なる教育として「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」が重視され、学校教育

の中でも取り組まれています。 

また、企業等でも近年、環境に対する社会的な責任等が注目されており、環境教

育やＥＳＤ教育に取り組むケースが増えてきています。動物園はいきものを通じ

て、環境問題や持続可能な社会について学び・考えていただける場所であり、これ

まで以上に様々な人々に対する教育活動に注力していく必要があります。 
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４. 強みと今後の課題 

① 到津の森公園の強み 

市民の強い存続要望のもと、民間所有であった旧到津遊園を市が引き継ぎ、「市

民が支える自然の森公園」としてスタートした到津の森公園は、開園以来、「友の

会」や「動物サポーター」などの寄付、「市民ボランティア」の活動など多くの市

民によって支えられてきました。 

市民と自然の「窓口」として、市民に対し、自然や命の大切さ、魅力を伝え続け

ており、長い間、市民に対する自然環境教育を行ってきました。特に、昭和１２（１

９３７）年、旧到津遊園時代に始まった「林間学園」は、他の動物園には例がなく、

多世代にわたり愛されてきた歴史ある活動です。林間学園以外にも、子どもたちへ

環境学習プログラムを提供するなど、自然環境教育施設としての役割を果たして

きました。 

また、園内の森づくりを長い時間をかけて計画的に進めており、市内中心部から

アクセスが良い都会の中にありながら、自然に囲まれ、四季を通じた様々な植物と

ともに動物の表情を感じることができます。まさしく「到津の森公園」の名にふさ

わしい、緑にあふれる市民の憩いの場となる公園へ育ててきました。 

このような特性を到津の森公園の強みと捉えて、今後ますます園の魅力向上に

取り組んでいきます。 

 

  動物サポーターや友の会、市民ボランティアをはじめとして、様々なかたち

で多くの人々に愛され支援していただいていること 

 

  環境学習プログラムや林間学園など、自然環境教育を大切にしてきた長い歴

史があること 

 

  残してきた森と育ててきた森、街中にありながら自然と一体化した緑あふれ

る環境であること 
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② 今後の課題 

園の課題として次のことが考えられます。今後の社会経済情勢の変化や、動物飼

育に関する環境変化等の影響を見定め、これらの課題解決に向けた取組みを進め

ていきます。 

 

1) 強みをいかした運営・集客 

課題解決を図るためには、園としての強みとは何かをしっかり捉え伸ばしてい

くことが重要です。 

強みをいかすことで、到津の森公園ならではのサービスを提供していくととも

に、持続可能な園の運営を実現することができます。 

また、「市民が支える自然の森公園」のコンセプトを大切にし、今後も様々な形

で一緒に歩んでいくプレイヤーを確保していく必要があります。また、魅力的なサ

ービスを提供し続けられるように、人材育成や体制整備等を図っていく必要があ

ります。 

 

2) 環境教育施設としての機能強化 

これまで園では、主に小学生や未就学児を対象とした環境教育を積極的に行っ

てきました。今後は中・高生や大人向けの環境教育プログラムの開発なども求めら

れてきます。 

持続可能な社会の実現に向けて、大人も子どもも意識醸成や行動を変えていく

ことが求められるなか、園としても環境教育プログラムの高度化などをはじめと

して、自然環境教育施設としての機能強化を図っていくことが重要です。 

 

3) 多様な客層に向けたコンテンツづくり 

現在、小学校低学年や未就学児を持つ子育て層が主要な客層ですが、中長期的に

は人口減少・高齢化の進行に伴い、来園者数が減少していくことも考えられ、シニ

ア、カップル、友人同士、一人での利用等、様々な客層に対する集客力を高める必

要があります。 

市の中心部から近い立地や、自然豊かな環境をいかし、周辺の施設と連携しなが

ら、より魅力的で多様なコンテンツ開発を進めることが必要です。 
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4) プロモーション・コミュニケーションの強化 

園として、これまでもホームページやＳＮＳ等を組み合わせて様々な情報発信

を行ってきました。今後も、さらなる園の魅力を伝えていくため、より一層、効果

的な媒体・発信内容を分析し、プロモーションを強化していく必要があります。 

また、園として大切にしている動物飼育の姿勢や、園として果たすべき役割、運

営にあたっての考え方等を丁寧に伝え、来園者とのコミュニケーションを積極的

に図る必要があります。 

 

5) 動物の飼育展示のあり方 

動物福祉の向上に関する世界的な潮流の変化を受けて、動物園における動物の

飼育環境に求められる水準が高度化するとともに、今後飼育できる動物種が制限

されることが予想されます。 

今後は、飼育動物にとって生息環境に近く幸せな空間でありながら、来園者にと

っても魅力的な飼育展示を実現し、動物も人も幸せである展示のあり方を追求す

る必要があります。 

また、動物福祉に配慮した、動物と人との距離感やふれあいなどを研究し、来園

者が楽しめるレクリエーションの機能だけでなく、動物にとっても幸福に過ごせ

る環境となるよう、動物の福祉に関する理解醸成を図っていくことが重要です。 
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IV．到津の森公園の目指す方向性 

園が目指す姿として「基本理念」を掲げます。そして、「基本理念」の実現のた

めの取組方針として５つの「基本方針」を定めます。 

「基本方針」の様々な取組は共通の「取組姿勢」に基づいて進めることとします。 

  

教育 

 生物多様性保全 

 種の保存 
調査・ 

研究 

動物の福祉 

SDGs・ 

ワンヘルス 
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１. 基本理念 

これまで、開園前に策定した現行の基本計画に基づき様々な取組を行ってきま

した。「市民と自然とを結ぶ『窓口』となる公園をめざす」を基本理念に開園から

２０年、市民が支える公園として定着し、市民と自然の窓口となる「憩いの場」と

して役割を果たしてきました。 

これからは、これまで支え続けてくれた市民や、緑豊かな自然やいのちなど公園

の価値を高め、未来へつないでいくことが必要です。 

次の２０年の到津の森公園が目指すべき姿として、次の「基本理念」を掲げます。 

 

 

かけがえのない自然やいのちを 

世代を超えて未来へつなぐ公園を目指す 
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２. 基本方針 

基本理念を実現するため、次の５つの「基本方針」を定めます。 

基本方針 １ 

みんなに愛され、これからを一緒につくっていく 

「市民とともに歩む公園」 

到津の森公園は開園以来、市民ボランティアや支援団体、動物サポーター・友の

会など、多くの市民に支えていただき発展してきました。 

この姿勢を継承し、これからも市民をはじめ企業や学校、地域、北九州出身者な

ど「みんな」に様々な場面で園に関わっていただく機会を設けることで、「みんな」

から愛されるよう、「みんな」と一緒に公園の未来をつくっていきます。そして、

園で過ごした楽しい時間がずっと心の中にあり続け、「みんな」にとって身近な公

園として世代を超えて愛される場所を目指します。 

 

 

基本方針 ２ 

自然や命の大切さへの理解を深め、楽しく学ぶ「自然・環境の学び舎」 

動物の生態や園内の豊かな自然を活用した多彩な展示やプログラムを提供し続

けることで、自然の仕組みを知り、自然や命の大切さを楽しく学んでいただける施

設を目指します。 

展示やプログラムの提供にあたっては、動物のありのままの姿や四季を通じて

移ろいゆく園内の自然など、動物や自然の持つ魅力を様々な角度から伝えること

ができるように努めます。 

また、地域の生物種の保存をはじめ、いきものや自然環境の保全に関する取組や

研究を行うとともに、取組内容や研究結果を分かりやすく発信することで、園で提

供するプログラムの充実にもつなげていきます。 
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基本方針 ３ 

その人その人にあった楽しみ方・過ごし方を生む 

「多彩な楽しみに出会える空間」 

到津の森公園は動物を展示しているだけでなく、園内の豊かな森での散策や植

物やいきものの観察などが可能です。また、遊具などの遊び場、食事ができるレス

トランや休憩スペース、自由に過ごせる大芝生広場などもあり、小さな子ども連れ

でも来園しやすいような設備も備えています。 

この特性をいかして、「動物を見る」「動物とふれあう」以外に、年齢やライフス

タイルにとらわれず、人それぞれにあった多様な楽しみ方や過ごし方をすること

ができる環境を整えます。さらに、園のスタッフも来園者の多様な楽しみ方、過ご

し方を探索し、企画・提案していきます。 

また、近隣の他施設とも連携しながらプログラム等を企画・実施し、地域全体と

しても多彩な楽しみ方・過ごし方を作っていきます。 

 

 

基本方針 ４ 

 動物がありのまま幸せに暮らすとともに、 

誰もが安心して過ごすことができる「動物も人も幸せな森」 

これからの動物園は動物がストレスなく暮らすことができる場であることがこ

れまで以上に求められます。 

そのため、動物が自然に近い状態でのびのびと幸せに暮らせる空間を追求し続

けるとともに、「動物の幸せ」と「人の楽しみ」のバランスが取れた飼育・展示方

法やプログラムのあり方を考え続けます。 

また、園内は立地の特性上、坂道が多く、歩いて移動するのが少し大変な側面も

あります。小さな子どもを連れた家族、若者、高齢者や障害のある人など誰もが安

心・快適に過ごすことができる環境づくりに努め、「動物も人も幸せな森」を目指

します。 
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基本方針 ５ 

高品質なサービスを提供し続ける「いつでも未来を見据えた運営」 

質の高いサービスを提供し続けるとともに、来園者に安心して楽しんでいただ

くための環境を維持・向上させていくには、いつも先を見据え、持続的に施設運営

を行っていく必要があります。 

そのために、園の強みをいかした取組をより一層進め、集客力を強化し、収益向

上に努めるとともに、民間活力を最大限に活かす取組を行うことにより、サービス

の質向上や過ごしやすい環境づくりへの投資等、園の魅力を高めるための好循環

をつくります。 

また、園のスタッフの人材育成に積極的に取り組むことで、スタッフによるサー

ビス向上を図り、来園者が動物や自然の魅力に触れ、園での充実した時間を過ごす

ことにつなげます。 
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３. 取組姿勢 

 ５つの「基本方針」の実行にあたり、次の「取組姿勢」を常に意識しながら取組みを進

めていきます。 

(1) 自然や立地など到津の森公園の強みをいかし、ここにしかない価値を磨き上げ

る  

到津の森公園は長い時間をかけて、元の植生をいかしながら、新たな木々を育て

る、そういった計画的な森づくりを進めてきました。交通アクセスが良い都市部に

立地しながら、緑あふれる豊かな自然に囲まれて、動物がのびのびと暮らす姿を見

ながら、自然の美しさや魅力を感じることができる公園です。 

また、林間学園をはじめとした長い歴史を持つ環境教育等を行ってきた結果、多

世代にわたり長く愛され、園で過ごした時間が市民の思い出となっているなど、園

のコンセプトに支持をいただき、多くの人々に園を支えていただけていることは

「到津の森公園」にしかない強みです。 

これらの強みをいかし、「到津の森公園」だからこそ提供できる価値を追求し続

けます。来園者にここでしか体感できない時間を提供するとともに、自分たちのま

ちに動物園があることへの誇りを持ち、市民にとって身近な自然の森として、愛さ

れ続ける園を目指します。 

 

(2) 多様な情報発信と積極的なコミュニケーションの充実を図る 

動物にとっても人にとっても幸せで過ごしやすい環境への理解や、「到津の森公

園」のコンセプト、動物園としての価値だけでなく多彩な楽しみ方・過ごし方など

を効果的・効率的かつ丁寧に情報発信していくことは、来園者の増加や、園のサポ

ーターを増やすためにとても重要です。 

動物を見る楽しみだけでなく、自然の空気を思いっきり感じることや、いのちの

大切さを学ぶこともできます。そういった、様々な過ごし方のできる場所であるこ

とを発信し、あらゆる世代からも選ばれる園を目指します。 

また、今まで訪れたことのない人や、そもそも「到津の森公園」を知らない人た

ちに対しても園の魅力を伝えることができるよう、新たな情報発信の方法を検討

するなど、目的とターゲットを見極め、媒体や発信内容を工夫し、効果的かつ効率

的な情報発信を行っていきます。 

さらに、「動物も人も幸せである環境」について、動物福祉の根底にある考え方

を丁寧に発信し、「自然・環境教育」について伝えていきます。「到津の森公園」の

これからの未来をいつも見据え、積極的にコミュニケーションしていくことで、市

民とともに歩み、多くの人に愛され、支え続けられる公園を目指します。 


